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121卵管癌 5症例の臨床痛f町 珊 -]検討
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原発性卵管癌は.極めて希な女性性器悪I生瞳痔であ(),

術前に診断することは困難な疾患とされている.当科で

過去12年間に経験 した卵管癌 5例について.臨床的なL･､)

びに組織学的検討を行った.

平均年齢は62.4歳 (41･-･70歳)で,末妊婦は3例で

あった.臨床症状 として,不正性器出血 いl例1,水様

滞.~F(1例)∴ 下腹部不快感 (1例),′ト脳症状 (婦人科

癌疑い1例)がムlT'れた.術前の細胞診では,1例が頚

弧 休部ともに悪性細胞陽性であり,内膜組織詮では 2

例が悪性,1例が悪性疑いであった.CA125値は,mlJ

定4例中3例で上昇を認めた.術前診断は,付属器腫療

(藤橋)3例.子宮体癌 2例であ り,卵管癌 と診断 し得

た症例はなかった.術中組織診で診断 された症例は3例

で.2例は術後摘出標本で診断 された.臨床進行期 (ITIGO

卵輿癌の細別分類に準 L+る)は. la.Ic. Il°, [b.

ⅢCであり.原則的に卵巣癌に準 じた手術が行わIlた.

組織型は.いずI'tも凍液性腺癌 (中分化型 1例,低分化

型4例)であった.全例に術後化学埼法が施行され 1

例が FAMT, ･4例が FCAl'療法であった.予後は.

最近の症例が多く経過が短いが, 1例が再発し癌死となっ

た.

臨床 効 巣

断 一 哉 鳩 藤 率 藤 塚 孟 宗 姦蒜品夕仙)栗m 雄 二

佐野 宗 明 ･′.吊 r･ 貞 彦 ( 同 外科1

富樫 孝一--- ( 同 It'鼻科〕

甲状腺未分化癌は予後が最悪で,近年でも絶望的な疾

患とされている. 今回,我 々は分化癌11例に Cr)【)I)を

投与 し,良好な成績を得たL':)で報告する昌 一対象および

方法_.I対象は手術もしくは剖検で組織を確認 した11例で,

大細 胞型9作り, 扇平上皮癌混合型 2例である. Cl_)Ⅰ~)r)

の投 射よ多剤併用で行い,主にEAP(F.toposide6()mg!.■

m2×5.Al)M 30mg:/m2,cDIll~)80mg:I:':m21頼法であ

る.("腫壕縮小効果｣効果判定は固形癌直接効果判定基

準に則ると, CR (著葡13例. PR (有効15例.NC

(不変)3例で,奏効率は72.306'であった.｢延命効果 J

CDDP非投 牛-群 15例と投与群 11例の術後生存率曲線を

Kaplan一meier法でふると,非投与群の MST (SOP,(膏f_

存期間)は 2.5カ月, 1年生存率 0%であるのに比 し,

投与群の MST は 11.3カ月, 1年生存率43.69/a/で,

有意;こ (p<0.01)延命効果があった.｢結論 i甲状腺

未分化癌で も比較的早期で全身状態のよい患者は.Cl}

DPで治癒する可能性があると思われる.

141進 行.再 発卵 巣柚 こおける CDDP (CBD

CAl,Etoposide廟 圭
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CDDP 上 f!lJtOPOSideNP-16)のm･川に--ついては基

礎的検討がなされ 相加 ･相乗効果のあるこL/L_が確認さ

は,卵輿癌において Ct)DP LL_同等の高い有効率 (38%,

Fl本における第2相試験)を示 した.今桓1Cr)I)I)LCr)-

IX二Alと vp1--16とLr)併用噂法の有効性について臨床的

検討を行一-,た.対象くr土原発性卵輿癌21例 (前治療無 7†札

mg/m2)を l)1に,vt).16は 100mg::m2 を Ⅰ~)卜5に

投 Ij-LL.原則として 2:ト∴く↓上土治療 した評価可能症例

の有効率は,前治療無で 85.70･b L6,7.Clミ2,PR4上

facterは骨髄抑制で CBr)CA 例では血小板の減少を認

めたが,tolerableであー-､た.この resimenは進行卵

巣癌(I)inductiollChemothcrapyとして有効であるが,

治療抵抗例,再発例については今後Jl検討を要すると思

われる.

丑5)高齢者進行肺癌治療の問題点

構山
l･､ i :'/ ぎ ･.1㌦ -: : . . ､~･

今回我 々は.1982年 -89年に当院を受診下70才以上

の高齢者肺癌患者のうち非手術例に-.)き検討 した.症例

は非′ト細胞癌 175倒 し男性 131例.女性L12例1,小細胞


